
○
規

則

生
活
支
援
員
の
業
務
の
外
部
委
託
の
予
定
有
（
月
時
間
）
・
無

介
護
サ
ー
ビ
ス
包

括
型

受
託
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
事
業
を
行

う
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地
並
び
に
当
該
事
別
紙
の
と
お
り

業
者
の
名
称
及
び
所
在
地

外
部
サ
ー
ビ
ス
利

用
型

生
活
支
援
員
の
業
務
の
外
部
委
託
の
予
定
有
（
月
時
間
）
・
無

生
活
支
援
員
の
業
務
の
外
部
委
託
の
予
定
有
（
月
時
間
）
・
無

受
託
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
事
業
を
行

う
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地
並
び
に
当
該
事
別
紙
の
と
お
り

業
者
の
名
称
及
び
所
在
地

介
護
サ
ー
ビ
ス
包

括
型

日
中
サ
ー
ビ
ス
支

援
型

外
部
サ
ー
ビ
ス
利

用
型

規

則

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
細
則
の
一
部
改
正
…
…
…
一

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係
る
申
請
者
の
要
件
並
び
に
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
等
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三

指
定
通
所
支
援
の
事
業
に
係
る
申
請
者
の
要
件
並
び
に
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定

め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
規
則
第
二
十
六
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
細
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
細
則
（
平
成
十
八
年
大
分

県
規
則
第
八
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
第
三
十
四
条
の
二
十
六
」
を
「
第
三
十
四
条
の
二
十
六
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
四
号
様
式
の
付
表
七
（
そ
の
一
）
中

「

を

」

「

に
、

」

「措
置
の
概
要

」
を
「措

置
の
概
要
、
協
議
会
等
へ
の
報
告
・
協
議
会
か
ら
の
評
価
等
に
関
す
る
措
置
の
概

要

」
に
改
め
、
同
様
式
に
次
の
二
様
式
を
加
え
る
。

平

成

三

十

年

号

外

二
五

三

月

三

十

日

( 金 曜 日 )

目

次

毎
週

火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）

発
行
人

大

分

県

編
集

㈱
明
文
堂
印
刷

（
定
価

一
箇
年

三
万
八
千
八
百
八
十
円
）

!
$

"
#

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

一



平
成
三
十
年
三
月
三
十
日

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

二



!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

改
正
前
の
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
細
則
に
定
め

る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
補
正
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係
る
申
請
者
の
要
件
並
び
に
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

等
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
規
則
第
二
十
七
号

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係
る
申
請
者
の
要
件
並
び
に
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係
る
申
請
者
の
要
件
並
び
に
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

等
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
五
年
大
分
県
規
則
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。目

次
中
「
第
二
節

基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準
（
第
七
条
―
第
九
条
）
」
を

「
第
二
節

共
生
型
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準
（
第
六
条
の
二
）

に
、

第
三
節

基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準
（
第
七
条
―
第
九
条
）
」

「
第
二
節

基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準
（
第
二
十
一
条
・
第
二
十
二
条
）
」
を

「
第
二
節

共
生
型
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準
（
第
二
十
条
の
二
）

に
、

第
三
節

基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準
（
第
二
十
一
条
・
第
二
十
二
条
）
」

「
第
二
節

基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準
（
第
二
十
七
条
）
」
を

「
第
二
節

共
生
型
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準
（
第
二
十
六
条
の
二
）

に
、

第
三
節

基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準
（
第
二
十
七
条
）

」

「
第
二
節

基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準
（
第
三
十
七
条
の
二
・
第
三
十
八
条
）
」
を

「
第
二
節

共
生
型
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準
（
第
三
十
七
条
の
二
）

に
、

第
三
節

基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準
（
第
三
十
七
条
の
三
・
第
三
十
八
条
）
」

「
第
二
節

基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準
（
第
四
十
三
条
の
二
・
第
四
十
四
条
）
」
を

「
第
二
節

共
生
型
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準
（
第
四
十
三
条
の
二
）

に
、

第
三
節

基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準
（
第
四
十
三
条
の
三
・
第
四
十
四
条
）
」

「
第
十
三
章

共
同
生
活
援
助
（
第
五
十
三
条
の
二
―
第
五
十
四
条
の
四
）
」
を

「
第
十
三
章

就
労
定
着
支
援
（
第
五
十
三
条
の
二
―
第
五
十
三
条
の
五
）

第
十
四
章

自
立
生
活
援
助
（
第
五
十
三
条
の
六
）

に
、
「
第
十
四
章
」
を
「
第

第
十
五
章

共
同
生
活
援
助
（
第
五
十
三
条
の
七
―
第
五
十
四
条
の
六
）
」

十
六
章
」
に
、
「
第
十
五
章
」
を
「
第
十
七
章
」
に
、
「
第
十
六
章
」
を
「
第
十
八
章
」
に
改
め
る
。

第
二
章
中
第
二
節
を
第
三
節
と
し
、
第
一
節
の
次
に
次
の
一
節
を
加
え
る
。

第
二
節

共
生
型
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準

（
準
用
）

第
六
条
の
二

第
四
条
及
び
第
五
条
の
規
定
は
、
共
生
型
居
宅
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
第
四
条
中
「
第
二
十
五
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
四
条
の
四
第
一
項
に
お
い
て

準
用
す
る
条
例
第
二
十
五
条
第
三
項
」
と
、
同
条
第
一
号
中
「
第
二
十
六
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第

四
十
四
条
の
四
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
二
十
六
条
第
一
項
」
と
、
第
五
条
中
「
第
三
十
一

条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
四
条
の
四
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
三
十
一
条
」
と
読
み
替
え
る

も
の
と
す
る
。

２

第
四
条
及
び
第
五
条
の
規
定
は
、
共
生
型
重
度
訪
問
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
第
四
条
中
「
第
二
十
五
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
四
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
条
例
第
二
十
五
条
第
三
項
」
と
、
同
条
第
一
号
中
「
第
二
十
六
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十

四
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
二
十
六
条
第
一
項
」
と
、
第
五
条
中
「
第
三
十
一
条
」
と

あ
る
の
は
「
第
四
十
四
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
三
十
一
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。

第
二
十
一
条
第
一
号
中
「
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
三
十
四
号
。
以
下
「
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
」
と
い
う
。
）
第

六
十
三
条
第
一
項
又
は
第
百
七
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
登
録
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
」
を
「
指
定
地
域

密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
三

十
六
号
。
以
下
「
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
基
準
」
と
い
う
。
）
第
四
十
四
条
第
一
項
に
規
定

す
る
登
録
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
、
第
三
十
七
条
の
三
及
び
第
四
十
三
条
の
三
に
お
い
て
同
じ
」
に
、

「
又
は
指
定
通
所
支
援
事
業
基
準
条
例
」
を
「
又
は
指
定
通
所
支
援
の
事
業
に
係
る
申
請
者
の
要
件
並
び
に

人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
大
分
県
条
例
第
六
十
八
号
。
以

下
「
指
定
通
所
支
援
事
業
基
準
条
例
」
と
い
う
。
）
」
に
、
「
サ
テ
ラ
イ
ト
型
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
事
業
所
（
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
六
十
三
条
第
七
項
に
規
定
す
る
サ
テ
ラ
イ
ト
型
指
定
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
を
い
う
。
以
下
同
じ
」
を
「
サ
テ
ラ
イ
ト
型
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

三



介
護
事
業
所
等
（
サ
テ
ラ
イ
ト
型
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
を
除
く
。
以
下
こ
の

条
、
第
三
十
七
条
の
三
及
び
第
四
十
三
条
の
三
に
お
い
て
同
じ
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
サ
テ
ラ
イ
ト

型
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
」
を
「
サ
テ
ラ
イ
ト
型
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業

所
等
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
六
十
七
条
第
二
項
第
一
号
又
は
第

百
七
十
五
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
居
間
及
び
食
堂
を
い
う
。
以
下
同
じ
」
を
「
指
定
地
域
密
着
型
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
四
十
八
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
居
間
及
び
食
堂
を
除
く
。
第
三
十
七
条
の

三
及
び
第
四
十
三
条
の
三
に
お
い
て
同
じ
」
に
改
め
る
。

第
四
章
中
第
二
節
を
第
三
節
と
し
、
第
一
節
の
次
に
次
の
一
節
を
加
え
る
。

第
二
節

共
生
型
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準

（
準
用
）

第
二
十
条
の
二

第
十
二
条
、
第
十
三
条
、
第
十
五
条
、
第
十
八
条
及
び
第
十
九
条
の
規
定
は
、
共
生
型
生

活
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
二
条
中
「
第
六
十
条
第
九
項
」
と
あ

る
の
は
「
第
九
十
四
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
六
十
条
第
九
項
」
と
、
第
十
三
条
中
「
第
六
十

条
第
十
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
四
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
六
十
条
第
十
一
項
」
と
、

第
十
五
条
中
「
第
七
十
六
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
四
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
七

十
六
条
第
二
項
」
と
、
同
条
第
二
号
中
「
第
六
十
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
四
条
の
五
に
お
い

て
準
用
す
る
条
例
第
六
十
条
第
一
項
」
と
、
「
療
養
介
護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
生
活
介
護
計
画
」
と
、

同
条
第
四
号
中
「
第
七
十
四
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
四
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第

七
十
四
条
第
二
項
」
と
、
同
条
第
五
号
及
び
第
六
号
中
「
第
七
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
四
条
の

五
」
と
、
第
十
八
条
第
一
項
中
「
第
八
十
三
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
四
条
の
五
に
お
い
て
準

用
す
る
条
例
第
八
十
三
条
第
三
項
」
と
、
第
十
九
条
中
「
第
九
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
四
条
の
五

に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
九
十
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
六
条
第
二
号
中
「
第
二
百
条
の
四
第
一
項
」
を
「
条
例
第
二
百
条
の
十
四
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
五
章
中
第
二
節
を
第
三
節
と
し
、
第
一
節
の
次
に
次
の
一
節
を
加
え
る
。

第
二
節

共
生
型
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準

（
準
用
）

第
二
十
六
条
の
二

第
二
十
四
条
及
び
第
二
十
五
条
の
規
定
は
、
共
生
型
短
期
入
所
の
事
業
に
つ
い
て
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
四
条
第
一
項
中
「
第
百
四
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
九
条

の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
百
四
条
第
三
項
」
と
、
第
二
十
五
条
中
「
第
百
七
条
」
と
あ
る
の
は

「
第
百
九
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
百
七
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
七
条
の
二
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
サ
テ
ラ
イ
ト
型
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
」

を
「
サ
テ
ラ
イ
ト
型
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
等
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
七
条
の
三
と

す
る
。

第
八
章
中
第
二
節
を
第
三
節
と
し
、
第
一
節
の
次
に
次
の
一
節
を
加
え
る
。

第
二
節

共
生
型
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準

（
準
用
）

第
三
十
七
条
の
二

第
十
二
条
、
第
十
三
条
、
第
十
五
条
及
び
第
十
九
条
の
規
定
は
、
共
生
型
自
立
訓
練

（
機
能
訓
練
）
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
二
条
中
「
第
六
十
条
第
九

項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
四
十
八
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
六
十
条
第
九
項
」
と
、
第
十
三
条

中
「
第
六
十
条
第
十
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
四
十
八
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
六
十
条
第

十
一
項
」
と
、
第
十
五
条
中
「
第
七
十
六
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
四
十
八
条
の
四
に
お
い
て
準

用
す
る
条
例
第
七
十
六
条
第
二
項
」
と
、
同
条
第
二
号
中
「
第
六
十
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
四

十
八
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
六
十
条
第
一
項
」
と
、
「
療
養
介
護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
自

立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
計
画
」
と
、
同
条
第
四
号
中
「
第
七
十
四
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
四
十

八
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
七
十
四
条
第
二
項
」
と
、
同
条
第
五
号
及
び
第
六
号
中
「
第
七
十

七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
四
十
八
条
の
四
」
と
、
第
十
九
条
中
「
第
九
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
四

十
八
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
九
十
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
四
十
三
条
の
二
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
サ
テ
ラ
イ
ト
型
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
」

を
「
サ
テ
ラ
イ
ト
型
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
等
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
十
三
条
の
三
と

す
る
。

第
九
章
中
第
二
節
を
第
三
節
と
し
、
第
一
節
の
次
に
次
の
一
節
を
加
え
る
。

第
二
節

共
生
型
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準

（
準
用
）

第
四
十
三
条
の
二

第
十
二
条
、
第
十
三
条
、
第
十
九
条
及
び
第
四
十
条
か
ら
第
四
十
二
条
ま
で
の
規
定

は
、
共
生
型
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
二
条

中
「
第
六
十
条
第
九
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
五
十
八
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
六
十
条
第
九

項
」
と
、
第
十
三
条
中
「
第
六
十
条
第
十
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
五
十
八
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す

る
条
例
第
六
十
条
第
十
一
項
」
と
、
第
十
九
条
中
「
第
九
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
五
十
八
条
の
四
に

お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
九
十
条
」
と
、
第
四
十
条
第
一
項
中
「
第
百
五
十
六
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は

「
第
百
五
十
八
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
百
五
十
六
条
第
三
項
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
第
百

五
十
六
条
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
五
十
八
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
百
五
十
六
条
第
四

項
」
と
、
第
四
十
一
条
中
「
第
百
五
十
六
条
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
五
十
八
条
の
四
に
お
い
て
準
用

す
る
条
例
第
百
五
十
六
条
の
二
」
と
、
第
四
十
二
条
中
「
第
百
五
十
七
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百

五
十
八
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
百
五
十
七
条
第
二
項
」
と
、
同
条
第
一
号
中
「
第
百
五
十
五
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条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
五
十
八
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
百
五
十
五
条

第
一
項
及
び
第
二
項
」
と
、
同
条
第
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
規
定
中
「
第
百
五
十
八
条
」
と
あ
る
の
は

「
第
百
五
十
八
条
の
四
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
六
章
を
第
十
八
章
と
し
、
第
十
五
章
を
第
十
七
章
と
し
、
第
十
四
章
を
第
十
六
章
と
す
る
。

第
五
十
三
条
の
五
を
第
五
十
三
条
の
十
と
し
、
第
五
十
三
条
の
二
か
ら
第
五
十
三
条
の
四
ま
で
を
五
条
ず

つ
繰
り
下
げ
る
。

第
五
十
四
条
の
四
中
「
第
五
十
三
条
の
三
」
を
「
第
五
十
三
条
の
八
」
に
、
「
第
五
十
三
条
の
四
」
を

「
第
五
十
三
条
の
九
」
に
、
「
第
二
百
条
の
十
二
」
を
「
第
二
百
条
の
二
十
二
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
十

四
条
の
六
と
す
る
。

第
五
十
四
条
の
三
中
「
第
二
百
条
の
九
」
を
「
第
二
百
条
の
十
九
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
十
四
条
の
五

と
す
る
。

第
五
十
四
条
の
二
中
「
第
五
十
三
条
の
二
」
を
「
第
五
十
三
条
の
七
」
に
、
「
第
二
百
条
の
六
」
を
「
第

二
百
条
の
十
六
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
十
四
条
の
四
と
す
る
。

第
五
十
四
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
共
同
生
活
住
居
の
設
備
の
基
準
）

第
五
十
四
条
の
二

条
例
第
二
百
条
の
六
第
五
項
の
共
同
生
活
住
居
の
設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す

る
。

一

共
同
生
活
住
居
の
配
置
、
構
造
及
び
設
備
は
、
利
用
者
の
特
性
に
応
じ
て
工
夫
さ
れ
た
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

二

共
同
生
活
住
居
は
、
そ
の
入
居
定
員
を
二
人
以
上
十
人
以
下
と
す
る
。
た
だ
し
、
構
造
上
、
共
同
生

活
住
居
ご
と
の
独
立
性
が
確
保
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者
の
支
援
に
支
障
が
な
い
場
合
は
、
一
つ
の
建
物

に
複
数
の
共
同
生
活
住
居
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
一
つ
の
建

物
の
入
居
定
員
の
合
計
は
二
十
人
以
下
と
す
る
。

三

既
存
の
建
物
を
共
同
生
活
住
居
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
共
同
生
活
住
居
の
入
居
定
員
を
二

人
以
上
二
十
人
（
知
事
が
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
三
十
人
）
以
下
と
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

四

既
存
の
建
物
を
共
同
生
活
住
居
と
し
た
共
同
生
活
住
居
を
改
築
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
知
事
が
特
に

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
共
同
生
活
住
居
の
入
居
定
員
を

二
人
以
上
三
十
人
以
下
（
た
だ
し
、
当
該
共
同
生
活
住
居
を
改
築
す
る
時
点
の
入
居
定
員
と
同
数
を
上

限
と
す
る
。
）
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

五

ユ
ニ
ッ
ト
の
入
居
定
員
は
、
二
人
以
上
十
人
以
下
と
す
る
。

（
準
用
）

第
五
十
四
条
の
三

第
十
二
条
、
第
十
五
条
、
第
四
十
一
条
、
第
五
十
三
条
の
八
か
ら
第
五
十
三
条
の
十
ま

で
の
規
定
は
、
日
中
サ
ー
ビ
ス
支
援
型
指
定
共
同
生
活
援
助
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
第
十
二
条
中
「
第
六
十
条
第
九
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
条
の
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
条

例
第
六
十
条
第
九
項
」
と
、
第
十
五
条
中
「
第
七
十
六
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
条
の
十
一
に

お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
七
十
六
条
第
二
項
」
と
、
同
条
第
一
号
中
「
第
五
十
五
条
第
一
項
」
と
あ
る
の

は
「
第
二
百
条
の
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
五
十
五
条
第
一
項
」
と
、
同
条
第
二
号
中
「
第
六
十

条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
条
の
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
六
十
条
第
一
項
」
と
、
「
療

養
介
護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
日
中
サ
ー
ビ
ス
支
援
型
共
同
生
活
援
助
計
画
」
と
、
同
条
第
四
号
中
「
第

七
十
四
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
条
の
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
七
十
四
条
第
二
項
」

と
、
第
四
十
一
条
中
「
第
百
五
十
六
条
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
条
の
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
条

例
第
百
五
十
六
条
の
二
」
と
、
第
五
十
三
条
の
八
中
「
第
百
九
十
七
条
の
四
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第

二
百
条
の
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
百
九
十
七
条
の
四
第
三
項
」
と
、
第
五
十
三
条
の
九
中
「
第

百
九
十
七
条
の
六
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
条
の
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
百
九
十
七
条
の
六
」

と
、
第
五
十
三
条
の
十
中
「
第
百
九
十
八
条
の
三
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
条
の
十
一
に
お
い
て
準
用
す

る
条
例
第
百
九
十
八
条
の
三
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
三
章
を
第
十
五
章
と
し
、
第
十
二
章
の
次
に
次
の
二
章
を
加
え
る
。

第
十
三
章

就
労
定
着
支
援

（
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
が
行
う
業
務
）

第
五
十
三
条
の
二

条
例
第
百
九
十
三
条
の
六
の
規
則
で
定
め
る
業
務
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
と
す
る
。

一

利
用
申
込
者
の
利
用
に
際
し
、
そ
の
者
に
係
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
に
対
す
る
照
会

等
に
よ
り
、
そ
の
者
の
心
身
の
状
況
、
当
該
指
定
就
労
定
着
支
援
事
業
所
以
外
に
お
け
る
指
定
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
状
況
等
を
把
握
す
る
こ
と
。

二

利
用
者
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
に
照
ら
し
、
利
用
者
が
地
域
に
お
い
て
自
立

し
た
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
継
続
し
て
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
。

三

他
の
従
業
者
に
対
す
る
技
術
指
導
及
び
助
言
を
行
う
こ
と
。

（
運
営
規
程
に
定
め
る
事
項
）

第
五
十
三
条
の
三

条
例
第
百
九
十
三
条
の
十
の
規
則
で
定
め
る
重
要
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す

る
。

一

事
業
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針

二

従
業
者
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
の
内
容

三

営
業
日
及
び
営
業
時
間

四

指
定
就
労
定
着
支
援
の
提
供
方
法
及
び
内
容
並
び
に
支
給
決
定
障
害
者
か
ら
受
領
す
る
費
用
の
種
類

平
成
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及
び
そ
の
額

五

通
常
の
事
業
の
実
施
地
域

六

事
業
の
主
た
る
対
象
と
す
る
障
害
の
種
類
を
定
め
た
場
合
に
は
当
該
障
害
の
種
類

七

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

八

そ
の
他
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項

（
整
備
等
を
行
う
べ
き
記
録
）

第
五
十
三
条
の
四

条
例
第
百
九
十
三
条
の
十
一
第
二
項
の
規
則
で
定
め
る
記
録
は
、
次
に
掲
げ
る
記
録
と

す
る
。

一

条
例
第
百
九
十
三
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
提
供
し
た
指

定
就
労
定
着
支
援
に
係
る
必
要
な
記
録
事
項

二

条
例
第
百
九
十
三
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
六
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
就
労
定
着
支

援
計
画

三

条
例
第
百
九
十
三
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
二
十
九
条
に
規
定
す
る
市
町
村
へ
の
通
知

に
係
る
記
録

四

条
例
第
百
九
十
三
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
三
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
苦
情
の
内

容
等
の
記
録

五

条
例
第
百
九
十
三
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
四
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
故
の
状
況

及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
に
つ
い
て
の
記
録

（
準
用
）

第
五
十
三
条
の
五

第
十
二
条
の
規
定
は
、
指
定
就
労
定
着
支
援
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
第
十
二
条
中
「
第
六
十
条
第
九
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
百
九
十
三
条
の
十
二
に
お
い
て
準

用
す
る
条
例
第
六
十
条
第
九
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
四
章

自
立
生
活
援
助

（
準
用
）

第
五
十
三
条
の
六

第
十
二
条
、
第
十
三
条
及
び
第
五
十
三
条
の
二
か
ら
第
五
十
三
条
の
四
ま
で
の
規
定

は
、
指
定
自
立
生
活
援
助
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
二
条
中
「
第
六
十

条
第
九
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
九
十
三
条
の
二
十
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
六
十
条
第
九
項
」
と
、

第
十
三
条
中
「
第
六
十
条
第
十
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
九
十
三
条
の
二
十
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例

第
六
十
条
第
十
一
項
」
と
、
第
五
十
三
条
の
二
中
「
第
百
九
十
三
条
の
六
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
九
十
三

条
の
二
十
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
百
九
十
三
条
の
六
」
と
、
第
五
十
三
条
の
三
中
「
第
百
九
十
三
条

の
十
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
九
十
三
条
の
二
十
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
百
九
十
三
条
の
十
」
と
、
第

五
十
三
条
の
四
中
「
第
百
九
十
三
条
の
十
一
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
九
十
三
条
の
二
十
に
お
い
て

準
用
す
る
条
例
第
百
九
十
三
条
の
十
一
第
二
項
」
と
、
同
条
第
一
号
中
「
第
百
九
十
三
条
の
十
二
」
と
あ

る
の
は
「
第
百
九
十
三
条
の
二
十
」
と
、
同
条
第
二
号
中
「
第
百
九
十
三
条
の
十
二
」
と
あ
る
の
は
「
第

百
九
十
三
条
の
二
十
」
と
、
「
就
労
定
着
支
援
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
自
立
生
活
援
助
計
画
」
と
、
同
条

第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
の
規
定
中
「
第
百
九
十
三
条
の
十
二
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
九
十
三
条
の
二

十
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

指
定
通
所
支
援
の
事
業
に
係
る
申
請
者
の
要
件
並
び
に
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め

る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
規
則
第
二
十
八
号

指
定
通
所
支
援
の
事
業
に
係
る
申
請
者
の
要
件
並
び
に
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
等
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則

指
定
通
所
支
援
の
事
業
に
係
る
申
請
者
の
要
件
並
び
に
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め

る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
五
年
大
分
県
規
則
第
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
七
条
を
第
二
十
条
と
し
、
第
十
六
条
を
第
十
九
条
と
す
る
。

第
十
五
条
の
見
出
し
を
「
（
指
定
保
育
所
等
訪
問
支
援
の
事
業
に
関
す
る
準
用
）
」
に
改
め
、
同
条
中

「
及
び
第
七
条
」
を
「
、
第
七
条
及
び
第
十
六
条
」
に
改
め
、
「
条
例
第
五
十
二
条
第
二
項
」
」
の
下
に

「
と
、
第
十
六
条
中
「
第
八
十
一
条
の
八
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
八
十

一
条
の
八
」
」
を
加
え
、
同
条
を
第
十
八
条
と
す
る
。

第
十
四
条
中
「
第
八
十
八
条
」
を
「
第
八
十
一
条
の
八
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
指
定
保
育
所
等
訪

問
支
援
」
を
「
指
定
居
宅
型
児
童
発
達
支
援
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
中
「
指
定
保
育
所
等
訪
問
支
援
事
業

所
」
を
「
指
定
居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援
事
業
所
」
に
、
「
指
定
保
育
所
等
訪
問
支
援
」
を
「
指
定
居
宅

型
児
童
発
達
支
援
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
六
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
指
定
居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援
の
事
業
に
関
す
る
準
用
）

第
十
七
条

第
四
条
、
第
五
条
及
び
第
七
条
の
規
定
は
、
指
定
居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援
の
事
業
に
つ
い

て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
条
中
「
第
二
十
八
条
第
九
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
十
一
条

の
九
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
二
十
八
条
第
九
項
」
と
、
第
五
条
中
「
第
二
十
八
条
第
十
一
項
」
と
あ

る
の
は
「
第
八
十
一
条
の
九
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
二
十
八
条
第
十
一
項
」
と
、
同
条
第
一
号
中

「
第
二
十
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
十
一
条
の
九
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
二
十
九
条
」
と
、
第
七

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

六



条
中
「
第
五
十
四
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
十
一
条
の
九
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
五
十
四
条

第
二
項
」
と
、
同
条
第
一
号
中
「
第
二
十
二
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
十
一
条
の
九
に
お
い
て
準

用
す
る
条
例
第
二
十
二
条
第
一
項
」
と
、
同
条
第
三
号
中
「
第
三
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
十
一
条

の
九
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
三
十
五
条
」
と
、
同
条
第
四
号
中
「
第
四
十
四
条
第
二
項
」
と
あ
る
の

は
「
第
八
十
一
条
の
九
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
四
十
四
条
第
二
項
」
と
、
同
条
第
五
号
中
「
第
五
十

条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
十
一
条
の
九
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
五
十
条
第
二
項
」
と
、
同
条

第
六
号
中
「
第
五
十
二
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
十
一
条
の
九
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
五
十

二
条
第
二
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
三
条
の
見
出
し
を
「
（
基
準
該
当
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
関
す
る
準
用
）
」
に
改
め
、

同
条
を
第
十
五
条
と
す
る
。

第
十
二
条
の
見
出
し
を
「
（
指
定
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
関
す
る
準
用
）
」
と
し
、
同
条
を

第
十
三
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
共
生
型
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
関
す
る
準
用
）

第
十
四
条

第
四
条
か
ら
第
七
条
ま
で
の
規
定
は
、
共
生
型
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
つ
い
て
準

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
条
中
「
第
二
十
八
条
第
九
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
八
条
の
二

に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
二
十
八
条
第
九
項
」
と
、
第
五
条
中
「
第
二
十
八
条
第
十
一
項
」
と
あ
る
の

は
「
第
七
十
八
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
二
十
八
条
第
十
一
項
」
と
、
同
条
第
一
号
中
「
第
二

十
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
八
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
二
十
九
条
」
と
、
第
六
条
中

「
第
三
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
八
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
三
十
七
条
」
と
、
第
七

条
中
「
第
五
十
四
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
八
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
五
十
四
条

第
二
項
」
と
、
同
条
第
一
号
中
「
第
二
十
二
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
八
条
の
二
に
お
い
て
準

用
す
る
条
例
第
二
十
二
条
第
一
項
」
と
、
同
条
第
三
号
中
「
第
三
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
八
条

の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
三
十
五
条
」
と
、
同
条
第
四
号
中
「
第
四
十
四
条
第
二
項
」
と
あ
る
の

は
「
第
七
十
八
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
四
十
四
条
第
二
項
」
と
、
同
条
第
五
号
中
「
第
五
十

条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
八
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
五
十
条
第
二
項
」
と
、
同
条

第
六
号
中
「
第
五
十
二
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
八
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
五
十

二
条
第
二
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
一
条
の
見
出
し
を
「
（
指
定
医
療
型
児
童
発
達
支
援
の
事
業
に
関
す
る
準
用
）
」
と
し
、
同
条
を
第

十
二
条
と
す
る
。

第
十
条
を
第
十
一
条
と
し
、
第
九
条
を
第
十
条
と
す
る
。

第
八
条
中
「
前
条
」
を
「
第
七
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
九
条
と
す
る
。

第
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
共
生
型
児
童
発
達
支
援
の
事
業
に
関
す
る
準
用
）

第
八
条

第
三
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
は
、
共
生
型
児
童
発
達
支
援
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
第
一
項
中
「
第
二
十
四
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
五
条
の
五
に
お
い

て
準
用
す
る
条
例
第
二
十
四
条
第
三
項
」
と
、
第
四
条
中
「
第
二
十
八
条
第
九
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五

十
五
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
二
十
八
条
第
九
項
」
と
、
第
五
条
中
「
第
二
十
八
条
第
十
一

項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
五
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
二
十
八
条
第
十
一
項
」
と
、
同
条
第

一
号
中
「
第
二
十
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
五
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
二
十
九
条
」

と
、
第
六
条
中
「
第
三
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
五
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
三
十
七

条
」
と
、
前
条
中
「
第
五
十
四
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
五
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例

第
五
十
四
条
第
二
項
」
と
、
同
条
第
一
号
中
「
第
二
十
二
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
五
条
の
五

に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
二
十
二
条
第
一
項
」
と
、
同
条
第
三
号
中
「
第
三
十
五
条
」
と
あ
る
の
は

「
第
五
十
五
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
三
十
五
条
」
と
、
同
条
第
四
号
中
「
第
四
十
四
条
第
二

項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
五
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
四
十
四
条
第
二
項
」
と
、
同
条
第
五

号
中
「
第
五
十
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
五
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
五
十
条
第
二

項
」
と
、
同
条
第
六
号
中
「
第
五
十
二
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
五
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す

る
条
例
第
五
十
二
条
第
二
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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十
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三
十
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